１．趣　旨

　介護サービス第三者評価事業において評価調査者が適正に第三者評価を行なうために必要な知識および技能を修得することを目的に開催するものである。

２．実施主体　　京都介護・福祉サービス第三者評価等支援機構

３．日程・会場

	期　　日
	会　　場

	平成２１年　８月２０日（木）
	ハートピア京都　４階第４・５会議室

	平成２１年　９月　１日（火）
	ハートピア京都　３階大会議室

	９月２日～１０月２日
	施設実習　施設により異なる。左記日程のうち1日実習（実習日は主催者が決定する）

	平成２１年１０月　５日（月）
	ハートピア京都　３階大会議室


＜会場＞　ハートピア京都（府立総合福祉会館）　京都市中京区竹屋町通烏丸東入清水町375　

会場へは公共交通機関をご利用ください。
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４．研修内容

別紙研修カリキュラム参照

５．受講申込要件

下記（Ａ）～（Ｃ）要件のうち、いずれかに該当する者であって、京都府より認定された評価機関（認定を申請している者を含む）または介護保険関係団体等の長から推薦が得られる者。

（Ａ）評価に関する知識を有する者 あるいは 介護サービスの利用者団体、その他介護サービスの質の向上を目的とした行政施策への参画に係る実績を有する団体に所属する者

（Ｂ）法人の経営、組織運営及び財務管理に関する知識・技能及び経験を有する者。(サービス事業所や介護保険施設、介護保険関連団体等の事務局等で従業者（常勤職員）が１０名以上の法人組織において、組織運営・管理業務を3年以上経験している者)

（Ｃ）介護支援専門員の資格を有する者 または 介護支援専門員の受験要件に該当する国家資格を保持し、かつ3年以上当該業務に従事した経験のある者

· 経験年数は、平成２１年８月1日現在とします。
· なお、実際の評価では、３名（受診サービスによっては２名）１組の「評価調査員」で「評価調査チーム」を構成します。
「評価調査チーム」構成員

①チームリーダー：介護サービス評価に関する知識をもつ者とし、訪問調査時の総括を行なう者

②管理部門調査員：ｻｰﾋﾞｽ事業所や介護保険施設、介護保険関連団体等の事務局等で従業者（常勤職員）が１０名以上の法人組織において、組織運営・管理業務を3年以上経験している者

③専門職調査員：介護支援専門員の資格を有する者 または介護支援専門員の受験要件に該当する

国家資格を保持し、かつ3年以上当該業務に従事した経験のある者。
６．募集定員

５０名　（定員を超える申込があった場合は、申込内容等を勘案し、受講者を決定します。）
７．研修修了者について

研修の全課程を修了した者は、京都介護・福祉サービス第三者評価等支援機構が作成する研修修了者名簿に研修修了者として登録されます。

　※京都府知事の認定を受けた評価機関から要請があった場合には、評価調査者として必要な業務

を行なう必要があります。

８．受講料　
　　１３，０００円　(内実習費５，０００円含む)

※受講料は指定の口座にお振込みをお願いします。（受講決定通知書に記載します）

※欠席等により全課程を受講できなかった場合でも受講料の返還はできません。

※会場等への交通費及び研修期間中の昼食・宿泊費等は自己負担となります。

　　○　平成２０年度評価項目の改訂に伴い、現評価調査者で受講を希望される場合は、

1日の講座につき　3,000円（実習免除）となります。

９．申込方法・決定について

別添「介護サービス評価調査者養成研修受講申請書」により必要書類を添付の上、団体・評価機関にて取りまとめの上、下記事務局まで郵送にてお申込ください。

申込締切後、受講決定通知を受講者宛に送付します

申込締切　＜当日必着＞　　平成２１年７月３０日（木）

· 申請書の注意事項にご留意いただき、必要書類の準備をお願いいたします。

申請書類は下記支援機構ホームページにも掲載されていますので、ご利用下さい。

http://www.kyoto-hyoka.net

· 申請書等にご記入いただいた個人情報については、個人情報保護法令等を遵守し、

介護サービス第三者評価事業以外の目的には使用しません。

１０．お問い合わせ・申込先

京都介護・福祉サービス第三者評価等支援機構　事務局

〒604-0874　京都市中京区竹屋町通烏丸東入清水町375　ﾊｰﾄﾋﾟｱ京都5Ｆ

京都府社会福祉協議会内　（担当：渡邊・谷垣）

E-Mail　：　kikaku@kyoshakyo.or.jp　tel:075-252-6291　／ fax:075-252-6310

支援機構ホームページ　：　http://www.kyoto-hyoka.net　
　平成２１年度　介護サービス評価調査者養成研修　開催要綱　








